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短枕
詞
i言(動
四
)

〔
浜
木
綿
〕

(名〉
(
名
)

(名〉

ム
セ
フ

ネ

フ

(名〉

マ
ネ
ブ

ツ
ギ
ネ
フ

(
名
)

マ
メ
フ

ア
レ
.
フ

〈
名
)

ウ
レ
フ

ヱ
フ

湿

(
動
四
)

オ
フ

〔狂〕

(
動
四
〉

オ
フ

(
動
四
)

オ
フ

-戦・

オ
フ

(
動
四
)

オ
フ

• 
轡

オ
フ

(
動
下
ニ
〉

フ

〔
今
日
〕

〔叫〕
〔建〕

(
名
)

(
動
四
)

〆「

一
一
〉

(
動
四
)

〔咽〕

(
名
)

(
動
四
〉

r-、

〈
名
)

〔効〕枕
詞
(
動
上
二
〉

〔
豆
田
〕

(
動
)

(
名
)

〔
憂
・
愁
〕

〔酔〕

(
動
下
二
)

(
動
四
)

〔
由
民
〕
〈
名
〉

〔負〕

(
動
四
)

(
動
四
)

〔
追
・
逐
〕

〔生〕恋

五
七

(
動
四
〉

(
動
上
二
)

(
動
四
)

(
動
上
ニ
)



ョ.フ

ハ
コ
プ

ミ
ヤ
コ
ブ

ウ
ラ
ゴ
フ

キ
キ
コ
フフ

イ
コ
フ

ミ
ナ
ソ
コ
フ

ノ
ゴ
フ

イ
ノ
ゴ
フ

〔
蝿
〕
(
動
上
二
〉

〔
運
・
転
〕
(
動
四
)

〔
都
〕
(
動
上
ニ
)ニ〉

〔
聞
恋
〕
〈
動
上
二
)

〔
乞
・
請
・
祈
〕

、回ノ

〔
息
・
憩
〕
(
動
四
)

枕
詞

〔
拭
〕
(
動
四
)

〔
期
魁
〕
(
動
四
)

イ
ス
ロ
ヨ
フ
(
動
)

ヨ
ロ
コ
.
フ

カ
コ
フ

ト
コ
プ

ア
ト
コ
フ

ア
ソ
プ

モ
テ
ア
ソ
プ

カ
ゾ
フ

カ
ソ
プ

-
歓
・
悦
〕
(
動

上
二
)

(
動
四
)

〔
呪
・
誼
〕
(
動
四
〉

〔
跨
〕
(
動
四
)

〔
遊
〕
ハ
動
四
)

〔翫〕
同
数
・
箪
己
(
動
下
ニ
)

〔
掠
〕
(
動
四
)

公
ハ
)

ソ
ラ
カ
ゾ
フ

カ
キ
カ
ゾ
フ

ナ
ソ
フ

ア
ラ
ソ
フ

イ
ソ
フ

五
/司、

〔
天
数
〕
枕
詞

枕
詞

カ
ム
ツ
ド
ヒ
ツ
ド
フ

〔
比
〕
(
動
下
二
)

カ
ム
ツ
ド
ヘ
ッ
ド
フ

下
二
)

〔争・

〕
〈
動
四
〉

タ
フ
ト
プ
〔
貴
・
尊
〕
(
動
上
二
)

〔争〕

四
、ーノ

ト
ブ

制
ソ
フ
(
動
四
)

ヨ
ソ
フ

|ト
フ

〔装〕

ト
プ

ヨ
ソ
フ
(
動
下
ニ
〉

フ
ナ
ヨ
ソ
フ

タ
チ
ヨ
ソ
フ

ソ

フ
ソ
フ

モ
チ
ア
ソ
プ

オ
ソ
フ
ト|
フ

タ
カ
ト
プ

〔
船
装
〕
(
動
四
〉

ア
マ
ト
プ

立

ツ
マ
ド
フ

(
動
四
)

-
添
〕
(
動
四
)

ア
ギ|イ
|ト|ト
フフ

〔
副
・
添
〕
(
動
下
二
)

コ
ト
ト
フ

• 
〔圧・

マ
コ
ト
ト
フ

(
動
四
)

〔
間
・
訪
〕

四、J

ア
ト
フ

サ
ド
フ
〈
動
四
)

マ
ト
フ

ウ
ト
ブ

ツ
ド
フ

ツ
ド
フ

タ
ト
フ

〔
迷
・
惑
〕
(
動
四
)

〔
疎
〕
ハ
動
上
二
)

〔
集
〕
〈
動
四
)

ヤ
ト
フ

ウ

シラ
ノ|ト
フフ

|キ|
ノ
フ

-
会
・
合
〕
(
動

(
動
四
)

飛

(
動
四
)

〔
高
飛
〕
(
動
四
)

(
動
四
)

〔
妻
問
〕
(
動
四
)

四
'--" 

〔
得
言
・
喰
偶
〕
〈
動
四
)

〔
言
問
・

(
動
四
〉

〔言〕

制
下
ニ
〉

〔
醤
〕
(
動
下
二
)

(
動
四
)

〔
占
問
〕
(
動
四
)

〔
思
〕
(
動
四
)

〔
昨
日
〕
(
名
)



シ
ノ
.
フ

ウ
ヅ
ノ
フ

ソ
ノ
フ

ト
ト
ノ
フ

ト
ト
ノ
フ

モ
ノ
ノ
フ

モ
ノ
フ

ノ，フ
ノ
プ

ツ
グ
ノ
フ

キ
ホ
フ

フ
ナ
ギ
ホ
フ

ス
ス
シ
キ
ホ
フ

ニ
ギ
ホ
フ

ニ
ホ
フ

ニ
ホ
フ

ウ
ル
ホ
フ

オ
ホ
フ

忍

(
動
上
二
)

(
動
四
)

，-、

(
名
)

(
動
四
)

〔
斉
・

-
整
〕
ハ
動

下
二
〉

〔
物
部
〕
(
名
)

(
動
四
〉

〔展〕

一
一
〉

〔
延
・

-
迷
〕
(
動

下
二
)

-
報
〕
(
動
四
)

(
動
四
〉

(
動
四
〉

(
動
四
〉

〔
優
〕
(
動
下
二
)

〔
染
・

(
動
四
〉

(
動
下
二
)

〔
需
〕
ハ
動
四
)

〔
覆
〕
(
動
四
)

リ
国
語
大
辞
典

時

シ
ラ
ト
ホ
フ

ヨ
ロ
ホ
フ

|モ
フ

オ
モ
フ

ウ
ラ
モ
フ

ヤ
ス
モ
フ

モ
ノ
オ
モ
フ

ア
ド
モ
フ

カ
ヨ
フ

カ
ガ
ヨ
フ

キ
カ
ヨ
フ

ユ
キ
カ
ヨ
フ

ア
リ
ガ
ヨ
フ

イ
サ
ヨ
フ

マ
ヨ
フ

サ
マ
ヨ
フ

キ
ヨ
プ

ニ
ヨ
事
フ

ハムハ)

枕
詞

オ
ヨ
プ

〔
徒
侍
〕
(
動
四
)

ノ
ド
ヨ
フ

〔
思
・
念
〕
(
動
四
)

ト
リ
カ
ヨ
フ

〔
思
・
念
・
憶
〕
(
動
四
)

タ
チ
イ
サ
ヨ
フ

(
動
四
〉

タ
ダ
ヨ
フ

(
動
四
)

ツ
タ
ヨ
フ

(
動
四
〉

(
動
四
〉

* 
-
穣
〕
(
動
四
)

〔
留
連
〕
(
動
四
)

〔
物
思
〕

ケ
ニ
ヨ
ブ
(
動
四
〉

〔
率
〕
(
動
四
)

モ
ゴ
ヨ
フ

モ
|ノ
ヨlモ
ブフ

通呼物

任事呂
来召貧

r-. r-.四
動動)
四四
¥....1 、J

マ
ツ
ロ
フ

マ
ロ
.
フ

コ
イ
・
マ
ロ
，
フ

(
動
四
〉

ツ
ツ

ヒlシ
|ロ|ロ
フフ

(
動
四
〉

〔
往
来
〕
(
動
四
〉

ス
ス
ロ
フ

〔
有
通
〕
(
動
四
)

マ
ツ
ロ
フ

〔
不
欲
〕
(
動
四
〉

ウ
ツ
ロ
フ

〔
枇
〕
(
動
四
〉

コ
ロ
フ

〔
吟
・

(
動
四
)

ホ
コ
ロ
フ

〔
透
拙
・
屈
曲
〕
(
動
四
)

(
動
四
)

〔
転
〕
(
動
四
)

-
反
側
〕
(
動
四
〉

(
動
四
)

〔
拾
〕
(
動
四
〉

(
動
四
)

(
動
下
ニ
)

〔
移
〕
(
動
四
)

噴

(
動
四
)

(
動
四
〉

〔
来
換
〕
(
動
四
)

ホ
コ
ロ
プ
(
動
〉

〔
岬
・
吟
〕
(
動
四
〉

ノ
ロ
フ

〔
呪
・
誼
〕
(
動
四
)

五
九



ホ
ロ
プ
〔
減
・
亡
〕
(
動
上
二
〉

モ
ト
ホ
ロ
フ
(
動
四
)

ヨ
ロ
フ
ハ
動
四
)

ト
リ
ヨ
ロ
フ
(
動
四
〉

キ
シ
ロ
フ

〈
動
四
)

ツ
グ
ロ
フ

-
情
治
〕
(
動
四
)

ヒ
コ
ロ
フ

〔
字
〕
(
動
)

ヒ
ト
コ
ロ
フ

(
動
四
〉

(
動
下
二
〉

〔
衰
〕
(
動
下
二
)

ソ
ロ
フ

オ
ト
ロ
フ

ヲ
フ

(名〉

ヲ
フ

(
動
下
二
〉

ハ
付
記
〉

一
二
六
号
掲
載
の
「
『
時
代
別

典
ア
語
末
索
引
稿
(
五
)
」
が
、
同
一
二

六
号
表
紙
お
よ
び
次
一
二
七
号
表
紙
裏
に
「
『
時

代
別
胃
語
大
辞
典
上
代
篇
』
語
末
索
引
公
ハ
)
」

と
あ
る
の
は
、
誤
り
で
あ
る
。
私
の
責
に
非
ざ
る

も

の

な

が

ら

、

い

申

し

上

げ

る

。

市
良
女
子
大
学
助
教
授
|

(

六

〉

浅
見
木
下
T

B
5
判

並

製

三

五

八

頁

昭

印

刷

間

四

、

玉一
T

一三

寛
文
七
年
版

も
っ
て
校
本

京
都
市
左
京
区
静
市
市
原
町
九
一

大

一

葉

B
5
判

続
刊

タ
イ
プ
印
刷
版

並
製
三

大
浜
厳
比

A
5
判

特

3殊
・判仮

名

つ
き

ま
す
〉

Ii.の・
左
記
J¥ 

L 、

申
込
先

T 
601-11 

五
O
円

2

1
一O
枚、迄〉
一二

O
円

O 頒
価
九
、
一T昭日

頁
送頒
料価

一一一
円円円円円円

/¥ 
O 



の
と
き
を
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。

。
懇
親
会

懇
親
会
は
所
を
変
え
て
、
パ
レ
ス
宮
城
野
。
開
催
校
の
ご
努
力
で

が
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
会
場
正
面
に
は
地
元
の
方
々
の
ご
厚
意
に
よ
る

タ
鳳
山
e

の
樽
。
め
で
た
く
鏡
割
り
。
犬
養
孝
氏
の
発
声
に
よ
り
、
乾
杯
。
和

や
か
な
歓
談
。
や
が
て
紹
介
を
兼
ね
た
ス
ピ
ー
チ
。
ス
ピ
ー
チ
が
ス
ピ
ー
チ
を

呼
び
、
期
せ
ず
し
て
話
は
リ
レ
I
形
式
の
統
一
を
持
つ
。
例
年
の
こ
と
と
は
い

え
、
高
葉
学
会
懇
親
会
に
お
け
る
演
出
な
し
の
こ
れ
は
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
人
の
話
が
楽
し
い
。
そ
の
話
の
合
聞
に
投
げ
込
ま
れ
る
野
次
が
楽
し
い
。

上
手
下
手
を
問
わ
ぬ
(
あ
る
い
は
問
わ
せ
な
い
〉
歌
が
心
を
踊
ら
せ
る
。
美
酒

に
酔
い
し
れ
、
か
く
し
て
仙
台
の
夜
は
更
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
日

O 
。滞晒
挨公一和
拶開日六

十 j報;

主;告;

会
(
十
月
一
一
一
日

t十
月
五
日
)

(
午
後
二
時
J
五
時
三
十
分
於
宮
城
学
院
女
子
大
学
)

宮
城
学
院
女
子
大
学
学
長
山
形
孝
夫
氏

の

略

体

歌

実

践

女

子

大

学

教

授

に

お

け

る

作

歌

と

東

北

大

学

名

誉

教

授

透
明
な
秋
の
日
差
し
の
充
ち
院
女
子
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、

々
と
人
々
が
集
ま
っ
て
来
る
。
受
付
周
辺
の
異
様
な
緊
迫
に
も
、
遠
隔
の
地
で

聞
か
れ
る
学
会
に
特
有
の
も
の
が
じ
ら
れ
る
。
定
刻
、
山
形
学
長
の
あ
た
た

か

い

歓

迎

の

挨

拶

か

ま

っ

た

。

ニ

O
二

番

で

に

員
で
あ
る
。

(
午
前
十
時

i
午
後
五
時
〉

哀
別
歌
と
庸
旅
歌
関
西
学
院
大
学
大
学
院

の
詠
ニ
首
|
|
第
一
首
官
頭
「
平
群
」
・
「
薬
猟
」

を

め

ぐ

っ

て

|

|

岡

山

大

学

大

学

院

葉
集
の
単
独
「
未
詳
」
注
記
筑
波
大
学
大
学
院

金
石
文
の
年
代
表
記
|
|
藤
原
宮
本
へ
の
疑
問
|
|

米
沢
女
子
短
期
大
学

問
風
土
記
』
に
み
え
る
「
風
俗
諺
」
の
あ
る
場
合

「
筑
波
岳
黒
雲
掛
衣
袖
潰
国
」
考
|
|

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
一

の
「
天
孫
降
臨
」
神
話
を
め
ぐ
っ
て

一一一

の

は

、

の

つ

ぶ

さ

に

挙

げ

て

、

の

発

想

の
っ
て
来
る
と
こ
ろ
細
に
説
く
も
の
。
聴
き
取
り
易
い
の
読
み
下

し
、
一
首
々
々
に
丁
寧
に
付
さ
れ
る
口
語
訳
。
難
解
な
主
題
を
平
明
に
話
さ
れ

る
と
こ
ろ
に
、
い
か
に
も
氏
の
人
柄
が
に
じ
み
出
て
い
る
。

人
柄
か
ら
生
ま
れ
る
話
と
い
え
ば
、
扇
畑
氏
の
講
演
が
正
し
く
そ
れ
で
あ
っ

た
。
研
究
者
で
あ
る
と
共
に
実
作
者
で
あ
っ
た
人
生
か
ら
発
せ
ら
れ
る
一
言
一

句
か
ら
受
け
る
印
象
は
、
「
歌
を
語
っ
て
、
自
在
」
、
そ
れ
で
あ
る
。
血
肉
と
化

し
た
作
歌
の
体
験
に
根
差
す
言
が
あ
る
。
興
味
深
い
思
い
出
が
紹
介
さ
れ
る
。

聴
衆
は
、
考
え
さ
せ
ら
れ
、
感
じ
さ
せ
ら
れ
、
過
去
に
連
れ
て
ゆ
か
れ
、
突
然

現
実
に

l

れ

る

。

躍

動

的

で

和

気

あ

い

あ

い

に

、

い

学

び

ー唱

日

告

六
一

一一一北野
進

橋
本
雅
之



酒
造
り
と
般
へ

終
日
、
意
欲
的
な
研
究
発
表
と
質
疑
が
相
次
い
だ
。
ふ
っ
と
息
を
つ
く
昼
食

の
休
み
に
外
を
見
れ
ば
、
汗
ば
む
ほ
ど
あ
た
た
か
い
大
気
の
中
、
空
が
抜
け
る

よ
う
に
高
く
青
い
。
ひ
と
と
こ
ろ
に
集
い
、
同
じ
学
を
目
指
し
、
心
を
通
わ
せ

合

う

と

い

し

み

じ

み

と

感

じ

る

。

盟
ニ
日
。

悼
行
(
高
葉
の
北
限
の
地
を
訪
ね
て
〉

仙
台
駅
前
午
前
九
時
、

。
ー
京
北
歴
史
資
料
館
(

井
社
|
|
仙
台
駅
前
解
散

バ
ス
二
台
に
分
乗
。

一
路
、
へ
向
か
う
。
本
目

。
古
代
を
踏
み
な
が
ら
東
北
歴
史
資
料
館
に
入

る
。
昼
食
、
そ
し
て
見
学
。
折
か
ら
の
特
別
展
。
多
賀
城
e

を
見
学
す
る
。
午

後
一
時
、
h

賀
城
跡
文
化
セ
ン
タ
ー
(
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
)
に
向
か

う
。
文
化
セ
ン
タ
ー
出
発
。
一
路
、
期
待
の
黄
金
山
神
社
に
向
か
う
。
津
潟
先

生
の
『
注
釈
』
に
載
る
写
真
を
見
て
、
あ
こ
が
れ
あ
こ
が
れ
し
て
い
た
「
陸
奥

の
小
田
な
る
山
」
で
あ
る
。
黄
金
山
神
社
は
川
を
帯
に
し
た
山
裾
に
ひ
っ
そ
り

と
あ
っ
た
。
氏
子
の
皆
さ
ん
が
総
出
で
心
の
こ
も
っ
た
お
茶
(
金
粉
入
り
!
で

あ
る
〉
の
接
待
を
し
て
下
さ
る
。
説
明
を
伺
い
、
山
田
孝
雄
博
士
書
の
「
金
花

佐
久
」
の
碑
を
見
る
。
社
殿
側
の
小
川
に
降
り
立
っ
て
目
を
皿
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
は
、
今
も
「
花
佐
久
」
の
で
は
な
い
か
と
夢
見
る
一
団
で
あ
る
。
扇
畑

先
生
と
共
に
『
黄
金
山
神
社
志
料
』
を
編
ま
れ
た
佐
々
木
敏
雄
氏
の
お
宅
に
お

邪
魔
ナ
る
。
貴
重
な
色
紙
な
ど
を
拝
見
し
な
が
ら
、
お
い
し
い
茶
菓
を
い
た
だ

い
て
、
旅
の
心
は
い
よ
い
よ
和
む
。
帰
路
。
三
日
間
で
見
慣
れ
た
感
じ
の
樺
並

木

を

通

れ

ば

、

仙

台

駅

前

で

あ

る

。

し

て

下

さ

下
さ
つ
』
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

告

ハ
壷
の
碑
)
一
金
山

• 

、-'

六一一



;予

昭

和

六

十

=

大

会

昭
和
六
十
三
年
度
全
国
大
会
を
、
筑
波
大
学
並
び
に

に
よ
り
、
左
記
の
日
程
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

昭
和
六
十
三
年
十
月
二
十
九
日
(
土

)
i十
一
月
一
日
(
月
〉

第
一
日
十
月
二
十
九
日
公
開
講
演
会
・
懇
親
会

第
二
日
十
月
三
十
日
研
究
発
表
会

第
三
・
四
日
十
月
三
十
一
日
・
十
一
月
一
日
研
修
肌
行

三
十
一
日
高
遠
|
|
杖
突
峠
|
|
佐
久
|
|
碓
氷
峠
|
小
諸

田
ー
ー
上
山
田
温
泉
泊

一
日
上
山
田
温
泉
l
l更
埴
倉
科
|
|
松
代
|
|
川
中
島

野
柳
原
|
|
豊
野

i
l長
野
|
|
旗
捨

l
l松
本
(

l
l高
遠
(
解
散
〉

(
高
速
は
東
京
方
面
か
ら
は
J
R
線
よ
り
高
速
パ
ス
利
用
の
方
が
便
利

な
ど
、
交
通
事
情
を
お
の
上
、
予
定
を
お
組
み
下
さ
い
〉

と
の
共上長

昭

和

六

十

三

会

で

の

内
容
上
代
の
言
語
・
文
学
に
関
す
る
各
分
野
の
研
究

三
十
分
(
発
表
時
間
二
十
五
分
、
五
分
)

締
切
六
月
三
十
日

発
表
ご
希
望
の
方
は
、
題
目

以
内
〉
を
添
え
て
、

し
ま
す
。

-
氏
名
・

の
上
、
要
旨
(
八

に
お
申
込
下
さ
い
。

予

告

六一ニ





3 4 13 

筑波大学ーの矢宿舎34 311 

和泉市鶴山台4 25 8 

天理市富堂町288 13 

大阪市淀川区三国本町1 16 27 619 

ファミーJレ北大阪パークサイド619

陽 739-04広島

荊 305 茨城県新治郡桜村天王台2 1 

80725 45 1219 594 

632 

532 

松永みどり

三島健男

山崎美紀

山

呂

会
員
名
簿
補
訂

一一



会 名 楠町

所氏 名 住一T 
入会

安藤武子 161 東京都新宿区中井2 20 6 パークハイム

太田はる子 194 町田市中町3 3 11 

岡本利昭 545 大阪市阿倍野区昭和町2 3 10 

川崎綾子 921 金沢市平和町2 28 5ぽ~)40 16 

320 宇都宮市ーの沢町503

昭和女子大学 1口

図 書館ム州

厨子昌夫 565 豊中市新千里東町2 5' A23 205 

田谷区太子堂1ー7

2の町8050

二川暁美 563-01大阪府豊能郡豊能町ときわ台6113

604 京都市中京昆西ノ京壷ノ内町8 1 

山本恵美子 649-62和歌山市小倉36 118 

住所変更(表示，改姓を含む〉

井津令子 136 調布市柴崎1 10 1 305 

631 奈良市西千代ケ丘2 2087 204 

門倉 浩 272 市川市市川南118806

河南泰弘 571 門真市常称寺町16 3 103 

北崎国昭 606

545 大阪市阿倍野区阿倍野元町5 21 広台寺

206 東京都稲城市向陽台1103

354 埼玉県入間郡三芳町藤久保526 1 

中しのぶ

桜井

菅野雅雄

杉

朝日センチュリーみずほ台E 803 

山市奥田本町22 8 203 

-" 632 天理市杉本町233 鶴ケ丘住宅新6号

千砂 700

鈴木利

竹下

直木田

村

590-01堺市鴨谷台三丁3 2 305 

子 702 岡山市洲崎2ー7ー17

558 大阪市住吉区南住吉3 19 25 

631 奈良市

700 岡

昭子

織浩文 西坂328

西脇昌子 501-32関市神明町1 3ー5

升田淑子 167 東京都杉並区西荻北3 22 21 

升間晶子 589 大阪府狭山市西山6 12 6 

話番号

会
員
名
簿
補
訂

06 692 8715 ー



は
随
時
、
に
す
る
見
学
旅
行
、
女

の
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習
会
、
講
演
A

、

図
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
.

一
、
会
員
は
、
年
額
三
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含

む
〉
を
年
度
初
に
納
入
す
る
.

一
、
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

便
番
号
五
六
五
〉

に
お
い
て
行
な
ふ
。

一、

後

記

<> 
お

。

O
百
二
十
八
号
を
お
届
け
す
る
。
報
告
に
あ
る
次
第

で
、
六
十
二
年
度
の
全
国
大
会
は
成
功
の
う
ち
に

終
了
し
た
。
扇
畑
忠
雄
氏
並
び
に
、
宮
城
学
院

女
子
大
学
の
皆
様
に
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

可。。
O
六
十
三
年
度
の
全
国
大
会
は
予
告
に
あ
る
通
り
、

筑
波
大
学
と
高
遠
町
と
に
共
催
を
お
願
い
し
て
、

信
州
の
地
で
開
催
す
る
。
今
年
度
の
仙
台
と
い

い
、
遠
隔
の
地
で
の
開
催
は
地
元
の
方
々
の
多
大

の
ご
厚
意
に
お
す
が
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
し

て
高
遠
大
会
は
、
大
学
施
設
の
な
い
地
で
の
開
催

で
あ
る
。
お
か
け
す
る
ご
苦
労
も
一
入
か
と
予
想

さ
れ
る
。
関
係
の
皆
様
に
は
、
今
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
た
い
。

O
釣
り
の
好
き
な
知
人
か
ら
、
厳
寒
の
吹
雪
の
中
で

の
釣
り
の
話
を
聞
い
た
。
釣
り
上
げ
た
魚
を
か
じ

か
み
き
っ
た
手
に
握
る
と
、
瞬
間
、
冷
た
い
は
ず

の
魚
体
が
温
か
い
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
以
上

で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
魚
体
の
温
も
り
。
確
か

の
手
触
り
に
通
う
も
の
が
あ
る
。

-
雑
誌
の
は
学
会
本
部
あ
て

2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
は
等
の
届
出
、
学
会

費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
〉
に
よ
る
納
入
、
本

誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す
べ
て
下

記
の
京
都
「
大
地
」
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
高
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
論

文。
一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内〉。

一
、
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
と
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
抜
刷
二
十

部
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
出
が
あ
れ
で
こ
れ
に

応
ず
る
。 、

昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
五

昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
九
日
発
行

七
百
五
十
円

編
集
・
発
行

(
実
)
一
-
一
八
八
|
}
一
一
一
一
一

(
内
線
五

O
一
二
)

葉

事

合

代

表

者

小

島

憲

之

↑

援
晶
智
大
阪
O
l
ニ
九
一
四
七
番

民
静
市
市
田
町
九
千
八
。
一

d
w
H
h

一

代
表
者

-
E

部
省
荘
一

8
芸

)

七

八

一

=

干
聞
大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西

会

て

す

る

。

て

は

誰

で

も

申

込

み

に

よ

っ
て
会
員
と
な
る
ζ

と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
と
し
て
季
刊
「

を
発
行
す
る
・

一γ刷
引

大

印
刷



昭
和
六
十
三
年
一
一月
一十
九
日
発
行

葉

七
百
五
十
円

送

料

三

十

円


